	　個別の指導計画（知的障害特別支援学級）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　平成　〇〇年〇〇月〇〇日

	氏名・学年
	〇〇　〇〇　（〇〇小学校1年　男）
	保護者の願い
	・自分のことは自分でできるようになってほしい。
・身の回りの片付けができるようになってほしい。
	記入者
	〇〇　〇〇

	長期目標
	・基本的生活習慣の定着を図る。

	教科・領域
	児童の実態
	指導目標
	指導内容・指導方法（手立て）
	評価

	日常生活の指導
	・衣服の前後を間違ってしまう。

・着替えた服をそのままにしてしまう。


	・印を自分で見て、前後を間違わないように着る。

・決められた場所にたたんで片付けることができる。
	・印を付け、着替える際に印を見るように声かけをし、正しく着ることができたら評価する。
・片付け用のかごを用意し、たたみ方の手順表をその都度見て確認しながら教員と片付ける。
	・声かけがあると、印を自分で見て間違わずに着替えることができだした。

	生活単元

学習
	・簡単なルールのある遊びでも、自分のしたいことが優先してしまい、集団の中から出てしまうことがある。

・買い物は、好きな物を選ぶことができるが、レジでお金を手渡すことが難しい。
	・友だちと一緒に活動することができる。
・教員と一緒に品物をレジに持っていき、自分の財布からお金を出し、支払うことができる。
	・本人の好きな活動を取り入れ、見通しをもつことができるようにするとともに、友だちとの間に教員が入ってかかわりを促す。
・学校の中でもごっこ遊び的なものを経験するとともに、実際の店で声かけを行いながら指導する。
	・好きな遊びだと10分ぐらいなら集団の中で活動することができだした。
・教員の声かけがあると、財布からお金を取り出し、店員に渡すことができだした。

	遊びの指導
	・ブロックで遊ぶことが好きであるが、友だちと一緒に作ることはあまり見られず、欲しいブロックがあると友だちの物を勝手にとってしまう。

・絵本は、乗り物関係が好きである。
	・友だちと一緒にブロックで遊ぶことができる。
	・教員が仲立ちをして、友だちと一緒に作る経験を増やす。
・友だちのブロックを欲しそうにしている時、声のかけ方や適切な言葉を教え、友だちに声をかけることを促す｡
	・自分がもらいたいブロックがある時に、友だちに声をかけて伝えることができだした。

	国語


	・ひらがなは、なぞることはできるが、まだ自分で書くことは難しい。自分の名前は書くことができる。
・ひらがなの読みはできるが、拗音促音等は難しい。
	・身近な物の名前をひらがなで書くことができる。
	・教室などにある身近な物にひらがなで名前を書いておく。

・カードを使って、ひらがなとカードのマッチングを行う。

・ワークシートを使用し、繰り返しなぞる活動を取り入れる。
	・机、椅子など自分の身近な物は、一人で書くことができだした。

	算数


	・１から30までの数唱ができる。

・５までの数の１対１の対応ができる。
	・100までの数唱ができる。

・10までの数の１対１対応ができる。
	・ビー玉等の具体物を使用し、数を確認しながら、数概念の習得を図る。

・給食の配膳など、生活場面で数を数える機会を増やし定着を図る。
	・50までの数唱は確実にできだした。

・10までの数の１対１対応ができだした。

	音楽
	・歌唱は、自分の気に入った歌を歌うことができる。
・リズム遊びでは音楽に合わせて体を揺らすことを楽しむことができる。
	・いろいろな楽器を使って、リズム遊びができる。
	・カスタネットなど本人が好きな物を用意する。
	・リズム遊びでは、カスタネットやマラカスを自分から振って取り組むことができた。

	体育　
	・サーキット運動は15分ぐらいであれば、意欲的に取り組むことができる。

・水泳は、10メートルをバタ足で進むことができる。
	・新たな種目にも嫌がらずに取り組むことができる。
・15メートルをバタ足で進むことができる。
	・新たな種目の時は、教員がそばでモデルを見せ、一緒に行うようにする。
・15メートルの地点に浮き輪などを用意し、ゴール地点を明確にすることにより､意欲的に取り組めるようにする。
	・新たな種目は取りかかるまでに、まだ５分ぐらい時間がかかる。
・ゴールに目標があると、15メートル泳ぐことができた。

	自立活動
	・自分のしたいことを止められてしまうと、怒ってその場から離れてしまうことがある。
	・自分の思っていることでない時でも、指示されたことにスムーズに取りかかることができる。
	・あらかじめスケジュールを提示して、見通しをもたせるようにする。
・その場から離れようとした時は、今何をするべきかを再度伝える。
	・やりたいことを止められた時に怒ることが以前は毎回であったが、現在は３回に1回ぐらいの頻度になりつつある。


